
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 36 運動と力① 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（千葉県） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）1 秒間で 50 回打点するので，  = 0.02〔秒〕ごとに 1 打点することになる。 

 0.02秒（  秒でもよい） 

 

（2）① 重力は鉛直下向きにはたらく。 

 ウ 

 

② 物体にはたらく重力は，斜面の角度にかかわらず一定の大きさである。これに対し，斜面に

沿った重力の分力の大きさは，「塾技 35   」（1）より，斜面の角度が大きいほど分力も大き

くなる。 

 エ 

 

（3）図 3，図 4 より，台車が水平面上を運動しているとき，記録テープの長さがだんだん短く（打点

間隔がだんだんせまく）なってきている。これは，水平面上の摩擦力や，空気の抵抗のために台車

の速さがしだいに遅くなってきたことを表す。 

「塾技 36  」（1）（2）より，台車に外部から力がはたらかなければ，台車は等速直線運動を続け

ようとし，これを慣性の法則という。 

 a：等速直線，b：慣性 

塾技 36  補充問題 解答・解説 
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